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最近のニュースより ることが出来ますが、そのことによる他者から

夏休み、どんなふうに過ごしていますか？ の評価ばかりを気にしすぎるのは気をつけなけ

「梅雨明け十日」。梅雨明け直後は太平洋高 ればなりません。誰しも自分には価値があると

気圧の勢力が持続しやすく、夏の暑い晴天が十 思いたいと願いますが、価値は他者の視線、他

日間くらいは続くことが多いため、こう言われ 者の物差しで測るものではないはずです。

ています。この言葉どおり、８月に入ってから

厳しい暑さが続いています。暦の上では、「立 新型コロナウイルス感染症の拡大傾向が懸念

秋」ですので、今日からは「残暑」ということ される状況です。東京や大阪などの大都市周辺

になりますが、感覚的には暑さが始まったばか だけでなく、このところ地方でも新たな感染者

りです。まだ暑さに慣れていません。感染症対 数が増えているようです。

策と共に、熱中症予防を心がけてください。 こうした中、お盆休みを前に、さまざま立場

の方々が、帰省や移動等に関して発言されてい

核や平和について考えさせられるニュースと ます。移動等の自粛を求める場合もあれば、そ

並んで、横浜市で、埼玉県に住む女子高校生を うではない場合もあります。そうした報道を見

監禁していた男が逮捕されたというニュースが ていて少し気になったのが、発言の中で使われ

ありました。報道によれば、女子高校生は１か る「ただし」についてです。

月前から行方が分からなくなり、家族が行方不 「自粛は求めません。ただし、〇〇に気をつ

明届けを出していたとのことで、２人はＳＮＳ けてください。」「自粛してください。ただし、

を通じて知り合ったとのことです。またしても △△です。」というように、多くの場合、前に

手口としてＳＮＳが使われたようです。犯人は、 述べた事柄に対する留保というか、前の内容を

３年ほど前に起きた座間市での事件に影響を受 制限する条件が設定されているように見受けら

けたのではないかとの報道もあります。 れました。さまざまな可能性があるため致し方

このニュースを聞いて、私たちが知らず知ら ないとは思うのですが、ずばりこうであるとい

ずのうちに求めてしまっている「承認欲求」に うようには言い切れず、制限を付けているので

ついて考えさせられました。 す。このため、結果的に何を言いたいのかはっ

今回の事件とは関わりはありませんが、なぜ きり伝わらないという声も聞かれます。

ＳＮＳに写真や行動内容をアップするのか、ち こうしたことは、私たちの身のまわりでもよ

ょっと立ち止まって考えればすぐに危険性に気 くあります。例えば、

付くはずの個人情報満載のデータを書き込んで 「夏休み中、課題はしっかりしてください。

しまうのか…。他者から認められたい自分、他 ただし、心身のリフレッシュは必要です。」

者から関心を持ってもらいたい自分と無縁では 「夏休み中、心身のリフレッシュは必要です。

ないと思います。「いいね」「かわいいね」と ただし、課題はしっかりしてください。」

いう他者からの評価は、一時は自分を心地よい 課題はしてもらいたいけれども、そればかり

気持ちにしてくれるかもしれませんが、次第に ではないと伝えたい時には前者のような言い方

他人の評価・価値基準に自分の行動をあわせて になるかもしれません。一方、せっかくの夏休

いくようになります。「いいね」の数やコメン みなのだからリフレッシュしてほしいけれど

トに気を取られ、他者の視点で生活するように も、ちょっと待てよ、課題のことも言っておか

なってしまいます。他者の期待にそった生き方、 なくてはと思えば、後者のようになります。た

他者の顔色をうかがった生活になってしまうの だ、聞く側にとっては、制限された条件の方が、

です。やがては、そうした他者を失いたくない 何か念を押されたようで印象に残るということ

ための行動に走ってしまうという場合も出てく があるかもしれません（おっと、この文でも「た

るかもしれません。他者を意識する傾向は、他 だ」を使ってしまいました。この場合は、補足

者を意識しているようでいて、その他者は自分 をしたつもりかな…）。使っている文章は、ほ

に関心を向ける他者ということですから、結局 とんど同じなのに、順番が違うだけで受け取る

は、自分「だけ」を強く意識している状態です。 印象は、微妙に異なります。話し手が本当に伝

このため、隘路にはまり込んでしまうという えたいのは、前後の文脈から判断した方がよさ
あい ろ

場合も出てきます。夏休み前の情報モラル教室 そうです。そうした点でも、ＳＮＳなどで手軽

でも学んだとおり、スマートフォンなどの使い に交わされる短い文でのやりとりには、誤解が

方には十分注意してください。 生じやすく、真意が伝わらない場合もあるので

社会における他者との関わりや他者への貢献 注意が必要ですね。自分の目標を見据えて、今

感などにより、私たちは自分自身の意欲を高め 日一日一日を大切に過ごしていきましょう。


